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区内の学習塾における結核集団感染の発生について 
 

１．初発患者の概要： 区内にある学習塾の講師。診断：肺結核。 

２．中野区の対応 

  ・ 6 月 11日、保護者説明会開催（34名参加）。 

以降、定期外検診を実施（7月 4日終了）。 

   ・ 6 月 21日、関係区（杉並区、新宿区、練馬区、中野区）の保健所と東京都（感染 

症対策課）による合同対策会議（第1回）開催。 

   ・ 6 月 22日、中野区健康危機管理対策本部設置。同本部会議（第1回）開催。 

   ・ 6 月 23日、中野区健康危機管理対策本部会議（第2回）開催。 

東京都と中野区の合同記者会見実施（都庁）。 

   ・ 6 月 24日、中野区健康危機管理対策本部会議（第３回）開催。 

・ 7 月 7日、結核研究所長を加えた関係区と都の合同対策会議（第２回）開催。 

・ 7 月 9日、保護者説明会開催（77名参加）。 

・ 7 月 11日、中野区健康危機管理対策本部会議（第4回）開催。同対策本部解散。 

 ３．中野区保健所が実施した定期外検診について 

（1）検診内容： 胸部 X線検査、ツベルクリン反応検査、血液検査（QFT-2G） 

（２）対象者及び検診結果：               （２００５年７月15日現在） 

検診対象者 

内 訳 人数 

経過観察 

（異常なし）

結核感染者数 

 

結核発病者数

塾の生徒 118 20 75 23  

保護者等 47 45 １ 1 

塾の講師 28 ６ 10 12 

計 193 71 86 36 

   ・ 結核発病者は、検診外で発見された４名（全員塾の生徒）をあわせて、40名。 

・ 発病者は全員、初期の結核であり、感染性はない。 

   ・ 結核感染者については、発病予防のための内服が必要。 

４．関係区の把握状況について： 7月 15日現在、結核患者18名（全員、系列の塾講師）。 

 ５．今後の対応等について：  

・ 検診対象者については、今後2年間フォローアップ予定。 

・ 今回の事例の検討を通じて、結核定期外健康診断ガイドラインの検証を行う。 


